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料 子  

） ・資 の収 と 開 

ジェンダー研究の の の の を る 
ジェンダー研究所は、1975 年 の「女 資 」 から今日に るまで 40 年以上に たり、

女 学・ジェンダー研究の ・資 の収 を え間なく続けてきた。女 に関する 大な の と
もいえる は、お茶の水女子大学 の専 コーナーに され、学内外から OPAC（Online 

Public Access Catalog）で 索でき、手続きを れ 学外の者も 用 である。 

 2022 年度も、 ・ の の ・資 を収 することができた。一方で、学内で 所 して
いる雑誌については、 の を 手 関に したうえで し、 所の確 を進めた。
また、 い 資 を している ネットの や、 資 のフ イリングなどの を進
め、 用者の の 上につとめた。 

 

館 の ・  

ジェンダー研究所収 （ 25,000 、雑誌 340 ）は、
お茶の水女子大学 の専 コーナーに され、学内外の学

や研究者に 用されている。 

館 内  
開 日 

・  8:45 21:00 （ 業のない日は 17:00 まで） 

・  9:00 17:00   （ ・ ・ 業 間中は ） 

・日 12:00 17:00 

日  

・日 日、国 の 日、年 年始、大学 一 業日 

・ ・ ・ 業 間中の 日 

・  

・ 当日、 念日、 学 日当日、 業   

新 報は ウェ イト（ ）を
。 
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ジェンダー研究所事業報告書 

・研究 する  

収 ・資 の かに、ジェンダー研究所内にて、 雑誌・ 雑誌の 新 、研究
所の過去の成果刊行 、事業の 、所 研究者 の の か、 国のジェンダー研究施 や 女
共 画 の定 刊行 を することができる。 

資 対 の か、研究者 びジェンダーに関心を つ方 に、これらの や資 、研究所に
された を く活用してもらうため、 ールや による外部からの い合 せ、 にも
対 している。 
 
 

の 女 大学 ジタルアー の資料  
tt r i es f o  

お茶の水女子大学デジタル ー イ では、本学を 業
し、女 の 的研究者として活 した コ 、 、

年子、 みちよの研究業 をまとめた資 目 などが
開されている。 

これらの資 は、女 資 の 1981 年の 部 特
定研究「女 高等教育とその成果に関する総合的研究」におけ
る つのプロジェクト、「  研究者の活動 に関する
調査研究 学 を中心に 」「  女 に関する

・資 の収 び調査研究」の中で、それ れのご の
協力を得て収 した のうち、研究関 のものを 理し、⻑
い 間を けて目 したものである。 

目 は本研究所の 関のプロジェクト成果である
が、これを大学の 資 として く 開するよう、2007

2009 年にデジタル ー イ された。 在、資 は
理学部内に された「女 学者資 」で され、本学

・ 報  大学資 当（ ）が と
なって資 や 等の に じている。 
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料 子  

）IGS 子 プロジェクト 
ジェンダー研究所は 2017 年度に、「IGS 子 プロジェクト」を始動した。ジェンダー研究所の

であるジェンダー研究センター（1996 年 ）、女 研究センター（1986 年 ）、女 資
（1975 年 ）において、所 の研究者たちが企画開催してきた研究会やセミナー、国際シンポジ

ウム等のイ ントの ・資 を 子 し、「IGS デジタル ー イ 」として後 に すことで、ジェ
ンダー研究のさらなる発展に することを目的とするプロジェクトである。 

5 年目を えた 2021 年度は、デジタル ー イ を実際にデータ ースとして活用できるものにする
ために、 タデータ（ 子 した のデータについてのデータ）の構築に 手した。 

 化 ン  

 女 資 と女 研究センター に開催されたイ ントの は、 に セット ー
プに された である。その かに、 （ネ フ ルムと き）と、 や手 きの資 ・

等の の が されている。2017 年度以 これら ナログデータの調査を進め、バラバラに
されていた を過去の 報などを 考に 理していく 業と、それと 行して の ナログデ

ータをデジタルデータへと する 子 業を進めてきた。2022 年 12 在の 子 イ ント件
は 1 の りである。 

1 子 イ ント件 （ 1,2） 

 

（年度） 
 

イ ント 

件  

子 イ ント件  

ント 
（PDF） 

画  
（JPEG） 

 
（mp3） 

動画 
（mp4） 

1975-1985 女 資  75   54  

1986-1995 女 研究センター 137 1 23 85  

1996-2014 ジェンダー研究センター 211 4 91 101 37 

2015-2021 ジェンダー研究所 130 130 130 100 30 

合   553 135 244 340 67 

1） 在も調査中のため、イ ント件 は今後 える  
2）女 資 と女 研究センター のイ ント一 は本報告 0 109  

 タ ータの構  

「IGS デジタル ー イ 」をデータ ースとして活用できるように、 タデータの構築に 手した。
子 した のイ ントが、どのような ー で企画開催されたものであるのかを 的に らかにする
ために、 タデータの リーの とつとして「 ー 」を 定することとした。 、ジェン
ダーの研究者がデータ ースを 索する際の を考 し、 子 イ ントの ー を 次

していく 定である。  

76



 

ジェンダー研究所事業報告書 

）ウェ イト等での 報発信 

ェ の を  

年度に き続き 2022 年度は、ウェ イト の 報 理と 発信の を進めた。日本
ージは、 AIT 国際交流ワークシ ップ 20 年 念報告 の発行に い、「AIT 国際交流ワークシ
ップ・プログラム」の特 ージを 成した。トップ ージにバナーを用意し、国際交流事業の 報・
成果へ り きやすいよう を進めた。 ージでは、 していたイ ント 報や開催報告の

業を行なった。さらに、イ ント 報の 信に特 した ーリングリストの 成や、Twitter に
よるイ ント告 ・リ イン 、YouTube によるシンポジウムのオンデ ン 信等、 ーシ ル
デ を 用した 報発信に注力した。 

今後は研究プロジェクト ージの を進め、所 研究者が進める研究プロジェクトと、国際研究
ネットワーク、開催イ ントなどの事業、IGS Project Series 等の成果 とが リンクの形で で
きるよう を る所 である。 

この か 2022 年度は、 の みとして を （A・B）制 した。 A・B それ れの 面には
ウェ イトの QR コー を し、 面にはジェンダー研究所の ッ コ ーを した。ジェ
ンダー研究所の 報 デ と け、ジェンダー研究所の 在と事業内容を ってもらうととも
に、ジェンダーの研究そのものにも 関心を ってもらうきっかけとなることを目指し、国際シン
ポジウムなど IGS 催のイ ントの 者や、本学大学 新 や学部 、IGS を れる研究者や
デ 関 者らに く する。 

（ ・ ） （ ・ ） 

ラー は本報告 13  デ イン  海 
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